

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 神奈川中 個別支援 1
生徒一人一人をよく観察することで、生徒にどのように接すれば
よいかなどが見出せてきた
2 神奈川中 個別支援 1 やっぱり教師になりたいという感情を強く抱くようになった
3 神奈川中 個別支援 1
だんだん生徒のことがわかってきたので、できるだけそれぞれの
生徒にあった分かりやすい教え方をしよう
4 神奈川中 個別支援 1
学習面よりも普段の日常生活の行動や挨拶に重点を置いているよ
うに見える
5 神奈川中 個別支援 1
生徒の話や主張を聴くあるいは受け入れる姿勢を作ってから指導
を行うことが重要
6 神奈川中 個別支援 1
今後に控えた教員採用試験やその後教師として教壇に立った時の
ことを考えると
7 神奈川中 個別支援 1 常に気を配り子供のことを考えているということがわかりました
8 神奈川中 英語科AT 1
先生方が助け合い、支え合うことで生徒も安心して先生方に甘え
ることができる
9 神奈川中 英語科AT 1 生徒に対する先生方の深い愛情を感じた








14 松本中 社会科AT 1 その成長に立ち会えたことこそ、教師を目指す私の一番の学び
15 松本中 社会科AT 1
先生がこれまで培われてきた経験が瞬時に正しい判断を導き出し
ている
16 松本中 社会科AT 1
先生方が折に触れ生徒に考えさせたり自分の言葉で発表させたり
してきたことが授業に表れている
17 松本中 社会科AT 1
先生方は頭ごなしに叱りつけるのではなく生徒の話をじっくりと
聴いていました
18 松本中 社会科AT 1 生徒にわかりやすく伝えられるような工夫や
19 松本中 英語科AT 1
わかりやすい授業をつくるには教師が生徒を理解することが大事
である
20 松本中 英語科AT 1
先生たちは生徒にとって読みやすくするため短い文章の中でもこ
んなにも工夫していたのか
21 六角橋中 体育科AT 1
実技以外のところで生徒の状況を確認する授業の行い方は発見で
した
22 六角橋中 英語科AT 1
生徒がどこまで理解できているか把握しなければ生徒にとって適
切な指導が行えない
23 六角橋中 英語科AT 1 下校指導、生徒とコミュニケーションがとれる場である
24 六角橋中 体育科AT 1 生徒と正面から向き合える教師を目指して努力していきたい
25 六角橋中 体育科AT 1 体育の授業で大切なのは運動の喜びを体験させること
26 戸塚中 土曜塾 1 教材を事前に準備することが大切
27 戸塚中 土曜塾 1
生徒に集中して勉強してもらうためには集団ではなく個に応じた
指導が必要
28 戸塚中 土曜塾 1 わかりやすい授業は大前提です。面白みを混ぜて授業をする
29 戸塚中 土曜塾 1
生徒一人一人が理解できているのかを確認しながら進める必要が
ある
30 戸塚中 土曜塾 1
予習の大切さ、教える立場であるので自分がわからないというの
はあってはならない











34 老松中 個別支援 1 喜びや悩みを分かち合うことのできる仲間の存在

























36 栗田谷中 英語科AT 1
生徒理解には諦めずに努力すること、生徒一人ひとりときちんと
向き合う姿勢
37 栗田谷中 英語科AT 1 英語教員には高い専門性が求められている
38 栗田谷中 英語科AT 1 プロの教師に近づけるようにこれからも精進していきたい
39 栗田谷中 個別支援 1 教師のチームワークの良さが生徒の安全に繋がる
40 栗田谷中 個別支援 1 理想の教師になりたい
41 栗田谷中 個別支援 1
なぜと思ってしまう生徒の行動には必ず意味があるということは
どの生徒にも言えることだということを学びました
42 栗田谷中 個別支援 1
教師を目指す者にとって、現場を知ることで多くのことを学ぶこ
とができます
43 栗田谷中 個別支援 1 生徒に寄り添ったり、声を掛けたり
44 栗田谷中 個別支援 1 週に1度、栗田谷中で元気とやる気をもらっている
45 栗田谷中 個別支援 1 教師の授業以外の仕事など 学校 を学ぶことができて
46 栗田谷中 個別支援 1 注意深く観察し教師というものを学んでいきたい
47 栗田谷中 個別支援 1
生徒がやる気をなくした場合次にいつから始めるかを明言させた
上で休憩をとらせる
48 栗田谷中 個別支援 1 良いことは褒め悪いことは叱る
49 栗田谷中 個別支援 1 生徒の興味を引きやすい授業づくり
50 栗田谷中 個別支援 1 自然に生徒たちと接することができていると言ってもらいました
51 港中 国際教室 1 生徒と向き合える教師になれるよう
52 港中 国際教室 1 生徒と信頼関係を築けるよう私から積極的にコミュニケーション
53 港中 数学科AT 1
雑談や教科の話、生徒の授業に対する興味の引き方も先生によっ
て違う
54 港中 数学科AT 1 数学を好きになる人を増やせるように
55 白幡小 個別支援 1 障害のある子どもには聴覚より視覚的働きかけの方が理解しやすい
56 白幡小 個別支援 1 生の教育現場に携われる機会を与えられたことに感謝して
57 白幡小 1 子供達の声表情一つ一つに敏感に反応して、成長していきたい
58 白幡小 個別支援 1 自ら考え行動し子どもに寄り添っていきたい
59 白幡小 土曜塾 1
授業で理解しきれなかった問題を、理解につなげていく手助けを
する
60 白幡小 土曜塾 1
私たちにはできて当たり前なことを子どもたちに教えるのは意外
に難しい
61 白幡小 土曜塾 1 指導者の注意の仕方によっては子どもたちのやる気を失わせる




64 白幡小 土曜塾 1
担当者と保護者ボランティア、学生ボランティアの3者が協力し
あってなりたつ
65 大口台小 AT 1 子どもにどうしたらわかりやすいのかを考えて働きかける
66 大口台小 AT 1 児童を理解するためにはまずコミュニケーションをとることが大切
67 二谷小 AT 1
授業中や全体行動はきちんと行なうというけじめをつけさせるこ
とが大切
68 二谷小 1 あまり気負いすぎず周りに感謝の気持ちを忘れずに活動
69 神橋小 個別支援 1
そっと側に寄り添い本人が納得するまで、ひとつの行動を見守っ
てあげる
70 のびのび 1 自分がその単元をしっかりと理解し教えることができる状態にある
71 のびのび 1 準備を怠って授業をすることは一番やってはいけないこと
72 のびのび 1 仲が良くないとなかなか子どもが質問しづらくなってしまう
73 のびのび 1 いかに丁寧に相手に伝えるかが大変重要
74 のびのび 1 教員免許の取得に向けて指導法の参考になる
75 のびのび 1 学びの中で気づきを与えてあげる
76 のびのび 1 宿題や発表は学校の評価の中の関心意欲態度に含まれる



























80 のびのび 1 学ぶことの楽しさを教えていくべき
81 のびのび 1 児童や生徒が中心となる学習活動を作らなければ
82 のびのび 1 常に相手の考えを丁寧に聞いて励ましながら














89 JINKANA 1 少しずつどのような生徒なのか理解することができた
90 JINKANA 1 教師を目指す身として充実した学びの場








95 JINKANA 1 Iさんの見つけた課題ができるような支援を行なっていきたい
96 JINKANA 1 Yさんの数学ワークの提出は、とても大きな一歩だと思う







100 JINKANA 1 学習指導と人間関係の因果関係を学べた
101 神奈川中 個別支援 1 教師として子どものために何ができるか意識している
102 神奈川中 個別支援 1
同じように個別支援級でボランティアをしている人たちと悩みや
理解を共有
103 神奈川中 個別支援 1
生徒一人ひとりに様々な個性がある、全員と同じようにコミュニ
ケーションは難しい
104 神奈川中 個別支援 1
生徒一人ひとりがどこまで理解しているかを把握することを常に
意識













108 六角橋中 数学科AT 1 教員という仕事に対する憧れが強くなりました
109 六角橋中 数学科AT 1 いかに生徒に考えさせるかが重要
110 六角橋中 数学科AT 1 生徒一人ひとりの特徴を把握、生徒との信頼関係を築く
111 六角橋中 数学科AT 1 学べることはとても多く教師を目指すために役立っている
112 六角橋中 数学科AT 1 生徒たちの少しの変化にも気づくことも大切
113 松本中 社会科AT 1 身近な存在を目指してコミュニケーションを重ねていきたい
114 松本中 社会科AT 1 教壇に立つまでの課題は山積みです。研修はすでに始まっている
115 松本中 AT 1
何気ない会話の中に生徒との信頼関係を築くきっかけがあること
を身を以て体験できた
116 松本中 数学科AT 1 生徒との距離を縮められるように自分から積極的に関わる
─ 36 ─





















117 松本中 数学科AT 1
教師を目指す上で良い緊張の中でやらせて頂いており精神面も鍛
えられます
118 松本中 社会科AT 1
授業を見て肌で感じることで中学校の授業とは何かを学ぶために
ATを続けます
119 松本中 社会科AT 1
授業は生徒たちがお互いに学び成長し合う場でもあるのだと気付
かされました
120 港中 国際教室 1 もっと生徒のことを理解したい
121 港中 国際教室 1 生徒一人一人のことを一番に理解できる教師になりたい
122 港中 国際教室 1
生徒とのやりとりを行うことでお互いの関係を少しづつ築くこと
が出来ました
123 港中 国際教室 1
朝の時間でコミュニケーションを取ることで充実した学校生活を
おくれる
124 栗田谷中 社会科AT 1
先生の話の中には必ず生徒に対してこういう人になって欲しいと
いうメッセージがある
125 栗田谷中 社会科AT 1
目の前の生徒がこうなって欲しいという思いを伝えていける教師
になりたい
126 栗田谷中 AT 1
なぜそのような言動をするに至ったかという背景を理解する必要
がある
127 栗田谷中 AT 1
先生方にきちんと連絡報告相談をすることで、活動がより円滑に
充実したものになる
128 栗田谷中 英語科AT 1
生活上の不安、悩み、学習内容についての不安など、それを緒に
サポートの手段を考える
129 栗田谷中 AT 1
生徒に人生の先輩として模範となるようなより良い姿を見せ、人
間としての豊かさを培う
130 栗田谷中 AT 1
中学生にわかりやすく説明する方法についての学ぶことができて
いる
131 栗田谷中 AT 1 教師という職業はむずかしい、それでも教師になりたい
132 栗田谷中 個別支援 1
授業の雰囲気を先生方、生徒と共に作りながら、生徒ひり一人の
成長の手助け
133 老松中 個別支援 1 複数の先生対複数の生徒というチーム対応の基盤、教師同士の連携
134 戸塚中 土曜塾 1
コミュニケーションを大切にしながら関係を築きそれを基に学習
指導に生かしたい
135 戸塚中 土曜塾 1 同じボランティアの先輩や、ボランティア演習で悩みを相談
136 戸塚中 土曜塾 1 授業では一方向ではなく生徒の意見を反映することが社会では重要
137 戸塚中 土曜塾 1 生徒とコミュニケーションを取り信頼関係を築くことにも着目する
138 戸塚中 土曜塾 1
勉強を教えるのは責任のあること、正しい答えを教えることを大
切にしたい













142 白幡小 個別支援 1 頑張ることに意味があるということをわかりやすく指導
143 白幡小 個別支援 1 行事は人生で待ち構える困難に柔軟に立ち向かう練習の場
144 白幡小 AT 1
子どもたちの良いところ直した方が良いところなどが見えるよう
になりました
145 白幡小 個別支援 1
児童のちょっとした仕草や変化を見逃さず時々に応じた言葉がけ
をしたい
146 白幡小 AT 1 しっかりとその子に指摘して注意すればよかったのかと思う
147 白幡小 土曜塾 1
現場の先生方や仲間から様々なことを学び多面的に自分自身を見
つめていきたい
148 白幡小 土曜塾 1
児童とのコミュニケーションを取る機会を増やしいかにわかりや
すく教えるか
149 白幡小 土曜塾 1 児童とボランティアはお互いが教え教わりながら学んでいる
150 白幡小 土曜塾 1 自分から積極的に声かけをしないと子供達は心を開いてくれない

























152 大口大小 AT 1 本当の意味で優しい教師を目指すために取り組んでいきたい
153 大口大小 AT 1 児童にかける言葉についても気をつけていきたい
154 大口大小 AT 1
先生方はたくさんミーティングをして児童が安全に学習できるよ
うに計画実行していいる
155 二谷小 AT 1
関係性を築くように、その児童のする話を聞いて、質問するよう
にする
156 二谷小 AT 1 自分が指導を行う場面が多く、しっかり指導できたこともある
157 神橋小 AT 1
辞書に対する興味を持たせるため、その子の近くに辞書を持って
行きました





























168 のびのび 1 なぜそのようになるのかなどを子どもが考えるようにしています




171 のびのび 1 人とコミュニケーションをとることの楽しさを知ってほしい
172 のびのび 1
私は彼を理解するための姿勢を持つことを怠っていたのだと反省
しています
173 のびのび 1
生徒とこミュニケーションを取っていく必要があることがわかり
ました
174 のびのび 1
子どもたちとだんだん仲良くなれてきた、彼らの成長を感じて嬉
しく思う
175 居場所 1
社会人の方々ともコミュニケーションを通して良い関係づくりが
できる機会
176 居場所 1
自分というものを子どもたちや社会の方々に表現し続け、より良
い関係を維持していきたい
177 居場所 1
小学生たちに社会的なマナーなどを教えるという役目を果たすべ
きだと考える
178 居場所 1
児童たちと同じ目線に立ち、信頼を得てより心が通ったコミュニ
ケーションを取れる
179 居場所 1
自分が話しかけて初めてコミュニケーションというものが取れる
のだと関係を構築する難しさを体感した
180 居場所 1
社会人、大学の先輩、同学年の人たちと団体競技を行うのはコ
ミュニケーションが も大切
181 居場所 1
日頃こどもと接する機会がないので、どう接したいいかわからず
ぎこちない接し方だと感じた
